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　ソ バ は成 育期 間 が 短 く雑草抑 制効 果 を持 つ と言 わ れ て い るが 、雑 草害 が 発 生す る 状況 も

頻繁 に見 られ て お り、ま た ソ バ に 適 応 の とれ た除 草剤 は な い 。 ソバ に よる 雑 草抑 制 は葉 冠

形 成 の 早 さ に 起 因 す る と考 え られ る が 研 究は 行 われて い な い 。また、雑 草抑 制効果 の 高 い

ソ バ 品 種 の 育種 ・選抜 に あ た っ て は 雑 草抑制効 果 の 評 価手法 の 開発が必 要で あ る。そ こで

雑草害 が特 に 課 題 とな る夏 栽培 に お い て 成育 ・形態特 性の 異な る ソバ 品種 ・系 統 を 用 い て

ソ バ 個 体群 に お ける 土 壌被覆面積 率 の 様 相 を検討 し 、雑 草抑制 効果 の 評価 を試 み た e

　試 験 は 2002 年 に 筑 波 大学 農林 技術 セ ン タ
ー内 実験 圃場 で 実 施 し た 。供 試 晶種 ・系統 と

して カナ ダで 育成 中の 7 系統 と Mancan，　AC 　Manisoba 、キ タワ セ ソ バ お よ び しな の 夏 そ ば、

計 ユ1 種類 の 夏 型 品種 を用 い た （表 1）。5 月 9 口 に N ：P205 ：K20 ＝5：20：20 の 高度化 成肥 料 を 窒

素成分 量 で 2．5kg〆10a施肥 し、ロ
ー

タ リ
ー

で 耕耘 した 。施肥 翌 日 に 各品 種 畝幅 15cm、株 間 5cm

で 1 粒 ず つ 播種 した 。 1 区 は 畝 長 1．8m 、8 畝 と し、 2 反 復 で 実 施 し た 。播種 後 10 日 目

（10DAS ）と 14 日か ら約 1 週 間 ご とに 41 日目ま で 、各 区 の 直一ヒ 35m の 高 さか らデ ジ タ ル

カ メ ラ を用 い て 2560 × 1920 の 記 録画 素数で 平 面投影像 を撮影 し た 。撮影 画 像 は 試験 区 中

央 の 45cm × 100cm の 区画 を Adobe　 Photoshop　7．0 を 用い て 切 り出 し、ソ バ の 葉 冠投影 面積

か らソ バ 個 体群 に よ る 土 壌被覆面 積率 （以
．
ド、被覆 率 と略）を算 出 し た 。 収 穫 期に は 試験 区

中央 部 45cm × 100cm に生 育 す る雑 草 を収 穫 し、雑 草 の 種 類 ごと に本 数 と乾 物重 を測 定 し

た。 また 、各区 20 個体 に つ い て ソ バ の 形態 を調 査 し た 。

　 夏 ソ バ は 播 種後 2 週 目 （2WAS ）〜 4 週 目 に急 激 に 葉面 積 を拡 大 し 、4WAS で は 84 〜 g6

％ の 被覆 率 に達 して い た （図 1）。品 種 に よ る 被覆 率 の 違 い は 3WAS で 最 も顕著 に表 れ た 。

3WAS に お け る被覆率 が 最 も高 い 品 種 は しなの 夏 そ ばで 、次 い で カナ ダ系 統 No ．2、キ タ

ワ セ ソ バ の 順 で あ っ た 。圃 場 に お け る優 占雑 草種 はイ ヌ ビ ユ お よ び シ ロ ザ で あ っ た が 、収

穫 期 に お け る 雑 草 量 の 最 大 値 は 発 生 密 度 お よ び 乾 物 重 で そ れ ぞ れ 313 本 ！面 お ．。k び

19．ggDW   で あ っ た （図 2、3）。夏 栽 培 に お ける 裸地 の 雑 草乾 物 重が 300gDW 〆  程 度 で あ

る こ と か ら本実 験 に お ける 雑草 発生量 は 極 め て 低 い 水 準 と判断 で き 、 こ れ が 品種 に よ る 雑

草発生 量 に有意 差 が見 られ な か っ た 原 因 と考 え られ た 。ソ バ 個体 群 に よ る被覆 率 と収穫 期

に お け る 雑 草 密度 も し く は 雑 草乾物 重 と の Spearman の 順 位相 関係 数 を 調査 時 期別 に 算 出

す る と 、3WAS にお け る 被覆 率 と雑 草乾 物 重 と の 問 に 有 意な 相 関関係 が 認 め られ た （表 2 ＞。

こ の こ と と 、3WAS に おけ る 被 覆率 の 品種 間 差が最 も大 き か っ た こ とか ら判断 し て 、3WAS

に お け る 被 覆 率 が 雑 草抑制 効果 を 判断す る 指標 に な りう る 可 能性 が 示 唆 さ れ た 。今後 は 成

育 ・形 態 特性 の 異 な る 品種 を 用 い て 異な る 栽 植 様式 の 下 で 被 覆率 の 推移 と 雑 草量 と の 関 係

を詳細 に 検討 す る必 要 が あ る 。

一 128 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Crop Science Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Crop 　Soienoe 　Sooiety 　of 　Japan

表 1 供試 した品 種 ・系統の 特性 （平 均値 ± 標 準誤差 ）

品種・系
統番 号

草丈（cm ）　　初 花 節位
分枝数（本／個 体） 開花 期成 熟期
一

次　　
一次，二 次計 （DAS ） （DAS ）

その 他

1234567890148．7　± 　1．9

77．9　± 　2．5

87．2　± 　1．5
87．7　± 　2．6

48．2　± 　1．3

81．2　 ± 　2、3

44．7　± 　2．〔｝

81，5　± 　2．6

86．0　± 　2．4
82．6　± 　3．0

98．2　± 　2．1

5．6　± 0」

5．3　± 0．1

5．3　 ± 0，1

4．9　 ± 0．1

4．7　 ± 0．1
5，4　 ± 0．1

6．1　 ± 0．2

5．2　± O．1

5．0　± 0，1

5．0　± 0，1

5，3　± 0．1

3．4　 ± 0．2

3，5　± 0．2

3．4　± 0．2

3，8　 ± 0，3

3、8　 ± 0，2

3．1　 ± 0．1

4．4　± 0，3

3．3　 ± 0．3

3．2　 ± 〔｝．1

3．0　± 0．2

3、3　 ± 0．1

5．0　± 0．6

7．0　 ± 0．9

6．4　 ± 0．5

6．4　 ：ヒ 0，8
6．1　 ± 0．7

7．6　 ± 2．1

9．1　 ± 0．9

4，7　±： 0．6

6．4　 ± 0，5

4．2　± 0，4

3．7　± 0，2

2111

茸

350099

333333333226766666864686666656562やや晩 生、直立 短 枝型、草 丈短

早生、開張 短枝型

早 生、開張 分枝 伸長 型

やや 晩生、直立 分枝伸 長 型

早生 、直立短枝 型、草 丈短

や や 晩生、開張短 枝型

早生、開 張分 枝伸 長型、草 丈短、分枝数極 多

早生、直立短 枝型

早 生 、開張分 枝伸長 型

早 生、直立 短枝 型

極早 生、直立 短 枝型
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表2 ソバによる土壌被覆面積率と収穫期における雑草密度
　　もしくは雑草乾物重とのSpearmanの順位相関係数
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図 1　各種 ソバ 品種・系統 における 被覆 率の 推移
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　　図 2 収 穫期に おける雑草 発 生 密 度
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図3 収穫期 における雑 草乾 物重

供試品種 ・系統名 ：1 〜7 ；カナ ダ系統 1 〜7，8 ；Mancan ，9 ；AC 　Manis。 ba

　　　　　　　　　　 10；キタワセ ソ バ ，11；しなの 夏そ ば
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